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1．笠ケ岳連峰の植物相と植生概要
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Saburo ONOGI

l．はじめに

笠ケ岳連峰の植物については，昭和29年に舘脇操氏が，「植生スケッチ集」（名古屋営林局）で

双六谷の植物相の一部にふれている。昭和40年に水野瑞夫氏は，「奥飛騨山と人」（上宝村）の中で

クリヤ谷登山コース沿いと稜線上の植物を紹介，昭和41年に藤尾正博氏は，「岐阜県の植物」（大衆

書房）の中で　双六谷及び小池新道沿いの植物を紹介している。これらは，いずれも観察された植

物名の羅列が主な内容である。また生態的調査では，昭和46年に，小野木らが，「北の俣・双六地区

学術調査報告書」（岐阜県）で，双六渓谷側24ヶ所の方形区調査結果を報告している。

このように，笠ケ岳連峰の植物相は，標本収集と保存の裏付けもなく，まだ十分調査されていな

いし，植物社会学的な生態調査のデーターも収穫されていない。そこで初年度は，方形区調査の予

備として，登山道路沿いに，相観による植生概要の実態把握に努め，観察・記録，標本収集がなさ

れた。調査は，小池新道・笠新道・クリヤ谷登山路，双六池から笠ケ岳への継走路沿いに焦点をあ

て，昭和60年5月から10月の間，ことに高山帯地域は，夏山シーズン中という限られた短期間にな

された。ここでは，観察・記録をもとに，植生概要を報告し，今後の群落方形区調査に資するとと

もに，植物相解明の資料とするため，採集標本一覧をまとめ報告する。

野外調査に同行してくれた岐阜東高等学校成瀬亮司教諭，一部の植物標本を同定していただいた

井波植物研究所長井波一雄氏，及び現地調査でお世話をかけた神岡営林署栃尾担当区，中部山岳国

立公園管理官平湯事務所並びに地元の山小屋経営者他，多くの方々に，厚くお礼申し上げる。最後

に，この調査研究には，トヨタ財団1984年度研究助成（助成番号84－I－081）の一部を使わせてい

ただいたことを付記しておく。

2．低山帯の植生

標高1，500m以下の低山帯は，古くから，さま

ざまな人為的干渉が加わった地域であり，自然

林は伐採・開発により狭められてきている。車

道沿い，人里には，ヒメジョオン，ハルジョオ

ン，セイヨウタンポポ，ヘラオオバコ，シロツ

メクサ，アカツメクサ，カモガヤ，アレチマツ

ヨイグサなどの帰化植物が普通でクリヤ谷登

山道では，標高1，400m付近までヒメジョオンが

侵入している。

自然林伐採後，スギ，カラマツなどの植林地

として利用されなかった山地には，ミズナラ，

図1　笠ケ岳連峰の植物垂直分布帯

クリ，サワシバ，クマシテ　ハウチワカエデ　ヤマ

モミジ，コシアブラ，シラカンパなどの夏緑広葉樹によって構成される二次林が，広範囲にわたっ
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て成立している。（写真16）これら二次林の低木層には，工ゾユズリハ，ハイイヌガヤ，ヒメアオキ

などの日本海側要素の常緑低木や，オオカメノキ，リョウブ，オオバクロモジ　ミヤマガマズミ，

草本層には，チゴユリ，ユキザサ，トリアシショウマ，タマアジサイ，アキノキリンソウ，シシガンラ，

ナライシダ，それにアケビツルアジサイ，イワガラミ，ツルリンドウなどのつる性植物が見られる。

林道ののり面，谷すじの崩壊性斜面，代採跡地などには，タニウツギ，ヤマハンノキが優占する

先駆性低木材が見られる。リョウブ，タラノキ，オオバクロモミジなどの低木，ニガナ，オカトラ

ノオ，シシガンラ等の草本が混生している。鍋平では，タニウツギ，ニシキウツ牛が自生し，日本

海・太平洋画要素植物の接点となっている。また，林綾部や沢沿いの崩壊地には，アカソ，オオヨ

モギ，イタドリ，クロバナヒキオコシ，ハクサンカメバヒキオコシ，ヨツバヒヨドリバナ，オニシ

モツケ，シシウら　ウワバミソウ，ヤダルマソウ，クマイチゴ，ハクサンアザミなどが，山地高茎

広葉草本群落を形成しているところも多い。

自然林としてほ，槍見温泉から上流の蒲田川左岸沿いなど局所的に，サワグルミ，カツラ，トチ

ノ牛が優占する山地渓畔林が残されている。林内には，オオバクロモジ，ハナイカダ，シャコウソ

ウ，ウワバミソウ，ヤダルマソウ，タマガワボトトギス，ヤマアジサイ，オシダ，ジュウモンジシ

ダなどが認められる。場所によっては，サワグルミの純林に近いものがある。また，クリヤ谷の錫

杖岳東直下，標高1，450m－1，750m間，及び左俣谷わさび平一帯やその右岸沿いの山の斜面などに

は，ブナ林が残されている。クリヤ谷の高所では，高木層にコメツガ，トウヒが混生しているが，

全般的には，優占種ブナの他にミズナラ，ダケカンバがあり，亜高木層にイタヤカエデ，ハウチワ

カエデ　コハウチワカエデ　コンアブラ，ナナカマド，タムシバ，低木層に，オオカメノ牛，マン

サク，オオバクロモジ，エゾユズリハ，ヒメモチ，ヒメアオキ，チシマザサ，草本層にヤマソテツ，

シノブカグマ，ユキザサ，サンカヨウ，ツバメオモトなどがあり，組成的には，日本海側のヒメア

オキーブナ群集に区分されるものと考えられる。（写真3，4）

日本特有の温帯性の針葉樹林は，Ⅴ字渓谷斜面や岩稜，尾根筋に見られクリヤ谷の入口付近や

わさび平へいたる林道沿いで　サワラ，クロベなどが見られる。（写真15）この山地針葉樹林内には，

ボンシヤクナゲ，ホツツジ　アカミノイヌツゲ，リョウブ，タムシバ，オオカメノ牛，ナナカマド，

ハナヒリノ牛などの低木，イワナシ，ツルシキミ，シノブカグマ，ショウショウスゲなどの草本が

見られる。クロベは，クリヤ谷登山道路沿いでは，標高2，410m，岩小屋の手前地点，小池新道沿い

では，秩父沢を越えた標高1，850mの高所に，低木状として生育している。

3．亜高山帯の植生

御岳山，乗鞍岳，西穂高岳などの亜高山帯には，シラピソ，オオンラピソ，コメソガ，トウヒな

どの針葉樹林がよく発達している。それに比べ本地域では，どの登山道沿いでも，亜高山帯針葉樹

林はきわめて貧弱で　尾根部，凸状部に疎林として，線状・斑紋状に見られるだけである。（写真7，

8）小池新道の場合には，シシウドケ原から鏡平への登りで，尾根部に生育する高さ4－5mのオ

オシラビツ林を1ヶ所横切るだけである。笠新道，クリヤ谷の登りでも，オオンラピッ，トウヒの

巨木は，疎林として生育しているのみである。その他の広範囲な東側斜面には，ダケカンバ林やミ

ヤマハンノキ林が見られる。（写真5，6）これは，風背地側で雪の吹きたまりにあたり，積雪の多

さ，融雪時期の遅れ，雪崩などの条件により，雪圧に対して幹枝が下向・伏臥して適応する形態の

樹木が生育しているためで　キャラボク，ミヤマナラの生育も認められる。ダケカンバ林には，ミ

ヤマハンノ牛，ミネカエデ　ウランロナナカマド，タカネナナカマド，オガラバナ，ツリバナ類な

どの低木が混生し，草本層には，ハリブ牛，キヌガサツウ，ヒロハユキザサ，ゴゼンタチバナ，ク

ロクモソウ，タケンマラン，オオバタケンマラン，オオバショリマ，カラクサイノデなどがある。
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秩父沢など，亜高山帯下部の渓谷辺の砂礫地，崩壊地には，ヨツバヒヨドリバナ，オオヨモギ　オ

ニシモツケ，イタドリ，ウド，ゴマナ，サラシナショウマ，ソバナ，ヤマハハコなどからなる崩壊

地草本植生が見られる。また，雪崩が多発したり，強い風衝地などで，ダケカンバ，ミヤマハンノ

キ，オガラバナなどの樹木が生育しないところには，亜高山帯広葉草原がよく見られる。タテヤマ

アザミ，ホッパトリカブト，クロトウヒレン，ヒトツバヨモギ，タカネスイバ，ウランロタデ　モ

ミシカラマツ，サランナショウマ，クルマユリ，オヤマリンドウなどが主な構成種である。この植

生は，稜線近くまで見られ，上部ほど，ハクサンフウロ，シナノキンバイ，エゾシオガマ，ヨシバ

シオガマ，オオバキスミレ，ハクサンイチゲ，ハクサンボウフウなど短茎のものが目立ってくる。

ダケカンバ林縁や登山沿いには，ベニバナイチゴの優占する植生がある。ミヤマメシダ，クロクモ

ソウ，マイズルソウなどが混生している。

4．高山帯の植生

地形の凹凸や風の影響で　高山帯では雪は平均的には積もらない。西斜面の上部，ピーク上，屋

根上は少なく，東斜面や凹地には多く積もる。そのため西側斜面上部にはハイマツ林がカーペット

状に樹海をつくっているが，東斜面では，尾根部，凸地などに，ハイマツ林は斑紋状に見られる。

（写真9，12）これらハイマツ林を構成するものは，ハクサンシヤクナゲ，キバナシヤクナゲ，ク

ロウスゴ，コケモモ，コガネイチゴ，イワカガミ，ゴゼンタチバナ，ミツバオウレン，ガンコウラ

ン，蘇苔類などである。ハイマツ林は，森林限界近くでは，樹高1．5mにもなるが，稜線部では，高

さ10cmほどになっている。風衝の強い山稜・尾根部などのハイマツ低木林の縁には，ミネズオウ，

ガンコウラン，コケモモ，コメバッガサクラなどの媛小低木がカーペット状に生育し，こうした風

衝媛生低木群落は，双六岳から笠ケ岳への稜線のいたるところに見られる。
一方，稜線東側斜面の上部には，残雪が多くみられ　雪田凹地，崩壊地，岩場など環境変化が著

しく，亜高山帯から連続して展開しているタテヤマアザミ，ホッパトリカブトなどの高茎広葉草原

とともに，さまざまな高山性草地を展開している（写真11，12）ミヤマキンバイ，ハクサンイチゲ，

シナノキンバイ，チンダルマ，アオノツガサクラ，タカネウスユキソウ，ミヤマキンポウゲ，ハク

サンチドリ，ウサギギク，シラネニンジンなどがごく普通に見られる。岩壁・岩場にはイワウメ，

ツガサクラ，ジムカデ，砂礫地にはウランロタデ　コメススキ，イワッメクサなどがある。大ノマ

乗越以北の稜線東直下には，高茎広葉草地が目立つのに対し，それ以南，とりわけ抜戸岳から笠ケ

岳にかけての稜線一帯では，チンダルマ，ミネズオウ，コメバッガサクラ，ガンコウランなどの媛

小低木群落が，斑紋状に展開しているのが目立っている。（写真9，10）なお，カール底と考えられ

る秩父平，杓子平，播隆平には，ハクサンイチゲ，シナノキンバイ，タカネキンポウゲ，コバイケ

イソウなどが群生し，特異な景観を形成している。（写真13，14）双六池周辺や，こうしたカール底，

尾根筋の凹地などにほ，小規模な池，湿原などもあり，ミヤマイ，エゾポッィ，などからなる湿生

群落も見られる。

5．採集植物標本目録

〈記載要項〉

①科，種の配列，学名は，シダ植物では，原色日本羊歯植物図鑑1973　保育社，種子植物では，

牧野新日本植物図鑑1973　北隆館によった。学名の一部については，日本植物ハンドブック1974

八坂書房によったものがある。

②記録は，学名・和名・採集月日，採集地名の順とし，便宜上一採集地のみを記録した。

（㊤採集者は，全て筆者であるため省略した。
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〈目　　　録〉

PTERIDOPHYTA　シダ植物

Lycopodiaceae　　　ヒカゲノカズラ科

Lycopodillm Sermfum Thunb．

ポッバトウゲシバ　9．X．　小池新道

L．annotinnm L．

Ual／．aC、γljbltum Fernald

タカネスギカズラ　12割iL　　笠ケ岳北稜線

L．sitchense Rupr．

uaγ．nikoense Takeda

タカネヒカゲノカズラ　12．VIIL　　笠ケ岳北稜線

Equisetaceae　　　ト　ク　サ　科

Equtsetum aγVenSe L．

ス　　　ギ　　　ナ　15．V．　栃尾

Ophioglossaceae　　ハナヤ　スリ　科

Bolカ，Chtum　ひi？ginianum Swartz

ナツノハナワラビ　15．V．　神坂

Osmundaceae　　　ゼ　ン　マ　イ　料

Osmundd japonica Thunb．

ゼ　ン　マ　イ　12．VII．　クリヤ谷

Pteridaceae　　　　イノモト　ソウ科

Dennstaedtia hirSuta Mett．

イ　　ヌ　　シ　ダ11．X．　槍見

D．u，i狗γdii Koidz．

オ　ウ　レ　ン　シ　ダ11．X．　槍見

neridium aquilinum Kuhn

Vaγ．htiusculum Underw．

ワ　　　ラ　　　ビ　12．VIl．　クリヤ谷

Adiantum Dedatum L．

ク　ジ　ャク　シ　ダ　11．X．　栃尾

PlagiogyrlaCeae　　キジノオシダ科

P嬢iogyrla matSumu7eana Makino

ヤ　マ　ソ　テ　ツ　9．X．　小池新道

Aspidiaceae　　　　オ　ン　ダ　科

Matteuccia orientalis Trev．

イ　ヌ　ガ　ン　ソク　12．VlII，　クリヤ谷

Wbodsia po擁tichoides Eaton

イ　ワ　テ　ン　ダ　18．VI．　笠谷

H）b6tichum tγかerOn Presl

ジュウモンシダ　9．X．　クリヤ谷

P micrOChhmys Matsum．

カラクサイ　ノデ　9．X．　クリヤ谷

Ibbtstichopsis mutica Tagawa

シ　ノ　ブカ　グマ　28．IX．　小池新道

P standishii Tagawa

リ　ョ　ウ　メ　ン　シ　タ　11．X

P ma諒mou・ic2ii Tagawa

ナ　ン　タ　イ　ン　タ　11．X

D7yOL）terls monftt、oh C．Chr．

ミ　ヤマベニ　ン　ダ　11．X

D．cmsstrhtzoma Nakai

オ　　　ン　　　タ　11．X

D．un的γmis Makino

オク　マ　ワ　ラ　ビ　11．X

D．sabaei C．Chr．

ミヤマイタチシダ　12．VIi

D．austr Ca Woynar

シ　ラ　ネ　ワ　ラ　ビ　28．IX

Phegopteris pobpOdioides Fee

ミ　ヤ　マ　ウ　ラ　ビ　12．Vlli

Last7ea que¢）aeγtenSis Cope1．

オオバシ　ョリ　マ　12．Vili

A（yStOpteris j（¢Onica Nakai

ウス　ヒ　メ　ワ　ラ　ビ　10．X

Athyγium melanolepis Christ

ミ　ヤ　マ　メ　シ　ダ　28．IX

A．yokoscense Christ

ヘ　ビ　ノ　ネ　ゴ　ザ　28．IX

A．u）aγdii Makino

ヒロハイヌワラビ　12．VII

A．crenatum Rupr．

Uaγ．ghbrum Tagawa

ミ　ヤ　マ　ン　ダ　10．X

クリヤ合

格見

クリヤ谷

クリヤ谷

クリヤ谷

クリヤ谷

小池新道

小池新道

シシウドケ原

クリヤ谷

小池新道

小池新道

クリヤ谷

クリヤ谷

A．squamigenim Ohwi

キ　ヨ　タ　キ　ン　ダ10．Ⅴ間．　鏡平

A．Dycnosorum H．Chr．

ミ　ヤマンケンダ　12．VIL　　クリヤ谷

Blechnaceae　　　　シ　シ　ガン　ラ　科

Struthit¢teris castanea Nakai

ミヤマシンガンラ　10．X．　クリヤ谷

S．niponica Nakai

シ　シ　ガ　ン　ラ　10．X．　クリヤ谷

Aspleniaceae　　　　チャセンシダ科

A¢leniumincisum Thunb．

ト　ラ　ノ　オ　ン　ダ11．X．　槍見

H2yllilis scol（砂endγtum Newn．

コ　タ　ニ　ワ　タリ　10．X．　クリヤ谷

Polypodiaceae　　　ウ　ラ　ボ　シ　科

L¢isorus thunbelgianus Ching

ノ　キ　ン　ノ　ブ12．VII．　蒲田

－　6　－



岐阜県博物館調査研究報告　第7号1986年3月

SPERMATOPHYTA　種子植物

GYMNOSPERMAE　裸子植物

Taxaceae　　　　　　イ　チ　イ　科

TtlXuS（・uWi（hla Sieb．et Zucc．

I）ar．71an Rehd．

Ptem。a7ya r／10雄）lla Sieb．et Zucc．

サ　ワ　ク　ル　ミ　18．lTI．　鍋平

Jlghns∴mandshz）rtL、a Maxim．

ぴar．Sleboldlana Makino

オ　ニ　ク　ル　ミ　18．VI．　鍋平

Betulaceae　　　　　カ　バ　ノ　キ　科

キ　ャ　ラ　ボク　12．Vlll．　小池新道　　　　　　Carpinus．梗Ontca Blume

Cephalotaxaceae　　イ　ヌ　ガ　ヤ　科

Cephalotaxus harringtonia K．Koch

uar．nana Rehd．

ハ　イ　イ　ヌ　ガヤ　12．VII．　クリヤ谷

Pinaceae　　　　　　マ　　　ツ　　　科

Pcea je20enSis Carr．

Uar．hondoensis Rehd．

ト　　　ウ　　　ヒ　17．Vll上　　笠新道

Tsugn diuerSわIta Mast，

コ　　メ　　ソ　　ガ12．Vili．　小池新道

Abies homolepis Sieb．et Zucc．

ウ　ラ　ン　ロ　モ　ミ　10．Ⅴ…．　鍋平

A．Vdtchii Lindi．

シ　ラ　　ビ　ソ　17．Vlll．　小池新道

A．脇γiesii Mast．

オオ　ン　ラ　ビ　ソ　17．VllL　　笠新道

Pinus paγu夕70m Sieb．et Zucc．

Uaγ．pentt¢hylla Henry

キタ　ゴヨウマツ　24．V．　クリヤ谷

P pumih Regel

ハ　イ　マ　ツ　16．Vili．　笠ケ岳

Cupressaceae　　　　ヒ　ノ　キ　科

ThCtia Standishii Carr．

クロべ（ネズコ）　24．V．　クリヤ谷

Chamae（吻aris pis荻）m Endl．

サ　　　ワ　　　ラ　24．V．　クリヤ谷

Jun互）eruS∴∴COmmunis L．

uar．hondoensis Satake

ポンドミヤマネズ15．VIlL　　坂戸稜線

ANGIOSPERMAE　被子植物

Salicaceae　　　　　ヤ　ナ　ギ　科

H）pulus Sieboldi Mig．

ヤ　マ　ナ　ラ　シ　18．VI．　槍見

Sal訪　Bakko Kimura

ヤマネコヤナギ12．VII．　クリヤ谷

S．sachalinensis Fr．Schm．

オ　ノ　エ　ヤ　ナ　ギ12．VII．　クリヤ谷

Juglandaceae　　　ク　ル　ミ　科

ク　マ　シ　テ　11．X．　檜見

C．cordata Blume

サ　　ワ　　シ　　バ　12．VII

Co7ylus Sdeboldiana Blume

ツ　ノ　ハ　シ　バ　ミ　11．X

B＊uh pla吻hylla Sukatchev

Uar．砂onica Hara

シ　ラ　カ　ン　パ　18．VI

B．Eγmani Cham．

ダ　ケ　カ　ン　バ　28．IX

B．gwssa Sieb．et Zucc．

ズ　　　メ　11．X

クリヤ谷

槍見

鍋平

小池新道

槍見

B．corylが）lh Regel et Maxim．

ウランロカンパ　17．ViIl．　笠新道

Alnus hi／Sula Turcz．

ケヤマハンノキ18．VI．　鍋平

uar．Sibiγica C．K．Schn．

ヤ　マ　ハ　ン　ノ　キ　18．VI．　鍋平

A．Matsumume Call．

ヤハズハンノキ　28．IX．　小池新道

A．Maximou）tCZit Call．

ミ　ヤマハンノキ　28．IX．　小池新道

Fagaceae　　　　　　ブ　　ナ　　科

Fdgus cγenata Blume

ブ　　　　　　ナ12．IX．　クリヤ谷

Castanea c／enata Sieb．et Zucc．

ク　　　　　　リ　18．VI．　鍋平

QueI℃・uS mOngOlica Fisch．

Uar．gγOSSeSeγTata Rehd．etWils．

ミ　　ズ　ナ　ラ　24．V．　蒲田

uar．undulatdblia Kitam．et T．Horik．

ミ　ヤ　マ　ナ　ラ　17．VllL　　笠新道

Ulmaceae　　　　　　　　　レ　　科

Ulmus hciniata Mayr

オ　　ヒ　　ョ　　ウ　12．VII．　クリヤ谷

ZZlkoua sermh Makino

ケ　　　ヤ　　　ギ12．VII．　蒲田

Moraceae　　　　　ク　　　ワ　　　科

MoγuS bombycis Koidz．
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ヤ　　マ　　ク　　ワ　13．VII

BrOuSSOnetia Ka2inoki Sieb．

コ　　　ウ　　　ゾ　18．VI

Huml初s Llイ擁〟us L．

uar．（、07d葎〕lius Maxim．

カ　ラ　ハ　ナ　ソ　ウ　9．X．　鍋平

Urticaceae　　　　　イ　ラ　ク　サ　科

Sc¢tγ0°nide ma。710StaC／りa Maxim．

ミ　ヤマイ　ラクサ　12．VlI．　クリヤ谷

Ehtostema inUOlucc atum Franch．et Sav

ウ　ワ　バ　ミ　ソ　ウ　10．VI．　中尾

Boehmerわ　tricuspis Makino

ア　　　カ　　　ツ　13．VII．　鍋平

Loranthaceae　　　　ヤ　ドリ　ギ　科

Viscum album L．

uaγ．lutescens Makino

ヤ　ト　リ　　ギ　9．X．　鍋平

Aristolochiaceae　　ウマノスズクサ科

Asarum takaoi F．Maek．

ヒ　メ　カ　ンアオイ　10．X

Polygonaceae　　　　タ

Rumex Acetoselh L．

ヒ　メ　ス　イ　バ　10．VI

R．montanus Desf．

タ　カ　ネ　ス　イ　バ　12．Viii

R．obtus狗Iius L．

エゾノ　ギンギン　13．VII

H）bgonum jil的rme Thunb．

ミ　　ズ　　ヒ　　キ　10．Vlll

P aゆidatum Sieb．et Zucc

イ　　タ　　ト　リ　13．VlI

クリヤ谷

ナ　　　科

中尾

シシウドケ原

鍋平

鍋平

鍋平

P W旬rit・hli Fr．Schm．

ウ　ラ　ン　ロ　タ　テ　15．ViiL　　弓折岳

Phytolaccaceae　　　ヤマ　ゴ　ボ　ウ　科

PlytOh机・a eSL・ltlenta Van Houtte

ヤ　マ　コ　ボ　ウ　18．VI．　笠谷

Caryophyllaceae　　ナ　デ　シ　コ　科

StelhZrta pantatligem Makino

オオヤマハコベ　10．Vili．　鍋平

S．j70rtda Fisch，

Mγ．anguSl的Iia Maxim．

イ　ワ　ッ　メク　サ15．VllI．　弓折岳

Minuartia hondoensts Ohwi

タカネッメクサ　15．Vill．　双六池

CeraSltum scht20petalum Maxim．

Uar．b弟dum Takeda

クモマミ　ミナグサ15．Ⅴ…．　樅沢岳

Silene Armeγia L．

ムシトリナデシコ　15．Vll上　　樅沢岳東尾根

Lychnis Mlqueliana Rohrb．

フシグロセンノウ　10．Viii．　栃尾

し．gn7°illima Makino

セノンュガンビ12．Vlll．　小池新道

Dianthus∴Superbus L．

uar．mOntiC、oh Makino

タカネナテシコ　15．VlIL　　樅沢岳東尾根

Magnoliaceae　　　モク　レ　ン　科

Magnolia saltc的Iia Maxim．

タ　　ム　シ　バ　24．V．　クリヤ谷

M．paγu狗名a Sieb．et Zucc．

オオヤマレンゲ18．VI．　クリヤ谷

M．obouata Thunb．

ホ　オ　ノ　　キ　13．VIl．　鍋平

Eupteleaceae　　　　フ　ササク　ラ　科

E14）lelea pob，andra Sieb．et Zucc．

フ　サ　ザク　ラ　11．X．　槍見

Cercidiphyllaceae　　カ　ツ　ラ　科

CerCidiphyllum j勿Onicum Sieb．et Zucc．

カ　　　ツ　　　ラ　12．VIl．　栃尾

C．mqgn舞cum Nakai

ヒ　ロ　ハ　カ　ツ　ラ　28．IX．　小池新道

Ranunculaceae　　　キ　ン　ポ　ウ　ゲ科

TγOllius patulus Salisb．

シナノキンバイ　15．Viil．　弓折岳

Coptis quinqueわlわ　Miq．

バイカオウレン　15．Viil．　鏡平

Aquilegla ak）itensis Huth

ミ　ヤマオダマキ　12．VilL　　秩父沢

A．Buergeγiana Sieb．et Zucc．

ヤ　マ　オ　ダ　マ　キ　12．VII．　クリヤ谷

AConilum senanense Nakai

オソバトリカブト　15．Ⅴ間．　弓折岳

4．glgaS Lev．et Vnt．

L）aγ．l10ndoense Tamura

オオレイジンソウ　12．Vll上　　鏡平

Cimtc施ga simplα　Wormsk．

uar．ramOSa Maxim．

サランナショウマ　12．Vlll．　小池新道

Actaea spicata L．

Uar：mgra Willd．

ルイヨウショウマ　25．V．　鍋平

Thaliclγum t略utleg擁）lium L．
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カ　ラ　マ　ツ　ソ　ウ　12．Vlii．　小池新道

T．Ro。hebγunianum Franch．et Sav．

シキン　カ　ラ　マ　ツ　12．Vlll

Anenwne debilis Fisch．

ヒ　メ　イ　チ　ゲ　12．Vlit

A．，／視・CtCn Fr．Schm．

ニ　リ　ン　ソ　ウ　15．V

A．stolon亦m Maxim．

サ　ンリ　ン　ソ　ウ　15．V

A．nar高ssmom L．

ハクサンイ　チゲ　15．Vlii

小池新道

小池新道

あさび平

わさび平

弓折岳

TT，autuetteria caTVlinensis Vail．

Uaγ．夜ponica Makino

モ　ミ　シカラマツ　17．VIil．　笠新道

Clematis qpi的Iia DC．

ボ　タ　ン　ズ　ル10．VllL　　鍋平

C．jqponica Thunb．

ハンショ　ウズル　8．VI．　中尾

C．stans Sieb．et Zucc．

ク　サ　ボ　タ　ン　9．X．　小池新道

Lardizabalaceae　　ア　ケ　　ビ　科

Ahebia quinata Decne．

ア　　　ケ　　　ビ　25．V．　鍋平

A．tγ亦）liata Koidz．

ミ　ツ　バ　ア　ケ　ビ　24．V．　クリヤ谷

Berberidaceae　　　メ　　　ギ　　科

Diphylleia Gn砂i Fr．Schm．

サ　ン　カ　ヨ　ウ　15．V．　わさび平

Lauraceae　　　　　ク　ス　ノ　キ　科

Linden∴umbelhta Thunb．

Vaγ，membmnacea Momiyama

オオバクロモミジ　12．VII．　クリヤ谷

L．obtusiloba Blume

ダ　ン　コ　ウ　バ　イ　12．VII．　クリヤ谷

Papaveraceae　　　　ケ　　　ン　　科

Chelidonium mquS L．

ク　サ　ノ　オ　ウ　18．VI．　栃尾

Macleyai COrdaia R．Br．

タ　ケ　ニ　グ　サ10．Viii．　鍋平

Colydalis ambig“ua Cham．et Schlecht．

エゾェンゴサク　1．V．　鍋平

C．pallidd Pers．

ミ　ヤマキケマン　25．V．　鍋平

Cruciferae　　　　　ア　ブ　ラ　ナ　科

Lくりidium ui？ginicum L．

マメダンバイナズナ18．VI．　栃尾

αrddmine toγTenttS Nakai

オク　ヤマガラ　ン　15．V

C．ん71ata Bunge

ミ　ズ　タ　ガ　ラ　ン　15．V

C．n砂onica Franch．etSav

ミ　ヤマタネツケバ

ナ
17．Vii上　　坂戸稜線上

Gwselh BurSa－paStOris Medicus

ナ　　　ズ　　　ナ　18．VI．　栃尾

Anbis n砂0mica Boiss．

ヤ　マ　ハ　タ　ザオ18．VI．　槍見

A．小名aわ　し．

var．kamtschattca Fisch．

ミ　ヤマハタザオ　18．Vl．　槍見

A．Hdlleγi L．

ハクサンハタザオ　24．V．　蒲田

Crassulaceae　　　　ベンケイ　ソウ科

Sedum Aizoon L．

ポソバノキリンソウ　18．VI．　栃尾

S．Rhodioh DC．

uaγ．TdchirOei Franch．et Sav．

イワベンケイソウ　17．VllL　　笠新道

Saxifragaceae　　　ユキ　ノ　シ　タ　科

Astilbe thunbe7git Mig．

Var．COngeSla H．Boiss．

トリアシショウマ　12．VII．　蒲田

Rotなe／Sia podophylhZ A．Gray

ヤ　グル　マ　ソ　ウ　12．VII．　クリヤ谷

Sd妬rtzg Frtunei Hook．

uar．incisolobata Nakai

f aゆina Nakai

ミヤマタイモノシソウ　15当Ill

S．hstn Maxim．

ク　ロ　ク　モ　ノ　ウ　15．ViII

S．brOnChialis L．

シ　コ　タ　ン　ソ　ウ　15．Vlii

成りkinia b／COCtOnifblia Engl．

ア　ラ　ン　グ　サ　15．Viil

Tiaγelh pobphylh Don

ズ　ダ　ヤク　シ　ュ　12．Viil

H2maSSia palustγis L．

Uar．tenuis Wahlenb．

コ　ウ　メ　バチッ　ウ　15．Vlll

弓折岳

弓折岳

樅沢岳東稜線

弓折岳

クリヤ谷

弓折岳

Phihdebhus Satsumi Sieb．

バ　イ　カ　ウ　ツ　ギ13．Vll．　鍋平

DeutZわ　C／enata Sieb．et Zucc．

ウ　　　ツ　　　ギ　12．VIl．　クリヤ谷
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均dmngea macrt砂hylh？Seringe

uar．aCuminata Makino

ヤ　マ　ア　シ　サ　イ　22、Ⅵll． クリヤ谷

功，dnngeainUOluc7ata Sieb．

タ　マ　ア　ジサ　イ　10．VlIl．　鍋平

H panicuhm Sieb．

ノ　リ　ウ　ツ　ギ　10．VllL　　鍋平

H．petiolaγis Sieb．et Zucc．

ツ　ル　ア　ジ　サ　イ　10．VI．　鍋平

SchizophrtZgma hydnngeOides Sieb．et Zucc．

イ　ワ　ガ　ラ　ミ　12．VIl．　蒲田

Hamamelidaceae　　マ　ン　サク　科

Disanthus∴Ce7℃id的Iia Maxim．

マ　ル　バ　ノ　キ　12．VII．　槍見

Hamamelis jt砂Onitn Sieb．et Zucc．

マ　ン　サ　ク　12．VIL　　クリヤ谷

Rosaceae　　　　　　ハ　　　ラ　　　科

St）iraea chamaed現fblia L．

uar．pilosa Hara

アイ　ズシモツ　ケ　13．VII

Aruncus　ッIvesteγ　Kostel．

ヤマブキショウマ　12．VIIi

Malus Sieboldii Rehd．

ズ　　　　　　　　ミ　24．V

M．Tshonoskii Schneid．

ヤ　　マ　　ナ　　シ　12．ViI

Soγbus commiXta Hedlund

ナ　ナ　カ　マ　ド　12．Vlll

S、ルntsumu？ana Koehne

ウランロナナカマド　13．VllI

S、Sambuc荻）lia M．Roemer

タカネナナカマド　13．ⅤⅢ

Keγγia jtu）Onica DC．

ヤ　　マ　　ブ　　キ　24．V

Rubus jゆonicus Maxim．

ゴ　ヨ　ウ　イ　チ　ゴ　12．Vlll

R．vemuS Nakai

ベ二六ナイ　チゴ　12．VllI

穴毛谷入口

クリヤ谷

蒲田

蒲田

小池新道

鏡平

鏡平

蒲田

小池新道

小池新道

R．palmatus Thunb．

f coI）tOphyllus Makino

モ　ミ　ジ　イ　チ　ゴ　1．V．　蒲田

R．miclて砂hyllus L．

Subsb．Koehneanus Sugimoto

ミヤマニガイチゴ12．VIIl．　小池新道

R．clataeg的Iius Bunge

ク　マ　イ　チ　ゴ　9．X．　小池新道

R．phoenicolasius Maxim．

ェヒガライチゴ　18．VI．　栃尾

R．MaeUS L．

uaγ．aCuleatissimus C．A．Mey

ェ　ゾ　イ　チ　ゴ　12．VIl．

R．Comme／SOni Poir．

uaγ．illecebrOSuS Makino

バ　ラ　イ　チ　ゴ　12．VIl．

R．pectinellus Maxim．

マルパフユイチゴ　18．VI．

Fmgarわ∴hnumae Makino

ノ　ウ　ゴ　イ　チ　ゴ　15．Vll上

Ibtentillt jijit tγioides L．

uaγ．Sprengelhna Maxim．

キ　ジ　ム　シ　ロ　24．V．

P．Matsumurae Wolf

ミ　ヤマキンバイ　15．割．

SieひelSia pent¢etala Greene

チ　ン　ダ　ル　マ　15．VllI．

GeumJ毎）OntCum Thunb．

ダ　イ　コ　ン　ソ　ウ　10．VlIl．

クリヤ谷

クリヤ谷

鍋平

弓折岳北稜線

蒲田

弓折岳

弓折岳

鍋平

mmgeum calthifblium Nakai et Hara

ミヤマダイコンソウ　17．VllL

Waldsteinia sibirica Tratt．

コ　キ　ン　バ　イ　24．Vi

Hihbenduh multiTuga Maxim．

シ　モ　ツ　ケ　ソ　ウ　17．Vlll．

F．kamtschatica Maxim．

オ　ニ　シ　モ　ツ　ケ　12．Ⅴ間．

Agγimonia Eupatoria L．

Vaγ．pilosa Makino

キ　ン　ミ　ズ　ヒ　キ　12期日

Rose aciculaγis Lindl．

Uar．n砂onensis Hook．fil．

タ　カ　ネ　バ　ラ　17割lL

R．multiflo／a Thunb．

ノ　　イ　　バ　　ラ　18．VL

Prunus donarium Sieb．

uar．SPontanea Makino

ヤ　マ　ザ　ク　ラ　15．V．

var．SaChaltnensts Makino

オオヤマサク　ラ　1．V．

笠新道

クリヤ谷

笠新道

クリヤ谷

クリヤ谷

笠新道

栃尾

オフさび平

栃尾

P n互）pOnica Matsum．

ミ　ネ　サク　ラ　12．Ⅴ旧　　小池新道

P Ma諒mou，iczii Rupr．

ミ　ヤ　マ　ザク　ラ　24．V．　蒲田
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P G／のana Maxim．

ウワ　ミ　ズサク　ラ　25．V．　クリヤ谷

Leguminosae　　　　マ　　　メ　　　科

Maackia amurensis Rupr．et Maxim．

Uaγ．Bue7geγi Schneid．

イ　ヌ　エ　ン　ジ　ュ　13．VII．　鍋平

T偽Iiuml¢ens L．

シ　ロ　ツ　メク　サ　10．VI．　中尾

T p7atenSe L．

ア　カ　ツ　メク　サ　10．VI．　中尾

Wislaria／loribunda DC．

フ　　　　　　　ジ　24．V．　中尾

Hed）′Saγum eSCulentum Ledeb．

イ　ワ　オ　オ　ギ15．Viil．　樅沢岳東稜線

Desmodium raCemOSum DC．

ヌ　ス　ビト　ハ　ギ　Il．X．　隔見

nieraha Thunbe7giana Benth．

ク　　　　　　　ズ10．ViIl．　鍋平

Geraniaceae　　　　フ　ウ　ロ　ソ　ウ　科

Gemnium nepalense Sweet

ゲンノショ　ウコ　12．VII．　栃尾

Germium yesoense Franch．et Sav．

Uaγ．hakusanense Makino

ハクサンフウロ　15．Vlll．　弓折岳

Rutaceae　　　　　　ミ　　カ　ン　科

Xantho均nLmI）わeritum DC．

サ　ン　シ　ョ　ウ　13．VII．　鍋平

Skimmia japonica Thunb．

Uaγ．inlermedia Komatsu

f　7′勿ens Hara

ツ　ル　シ　キ　ミ　24．V．　クリヤ谷

Daphniphyllaceae　ユ　ズリ　ハ　科

D¢hnわhyllum humile Maxim．

エ　ゾ　ユ　ズリ　ハ　24、V．　クリヤ谷

Empetraceae　　　　ガンコウラン科

Empetγum ntg’γum L．

Uar．砂onicum K．Koch

ガン　コ　ウ　ラ　ン15，ViIi．　弓折岳

Anacardiaceae　　　ウ　ル　シ　科

Rhus tγichocarpa Miq．

ヤ　マ　ウ　ル　シ　13．VII．　鍋平

R．07ientalts Schneid．

ツ　タ　ウ　ル　シ　18．VI．　槍見

R．hUanica L．

ヌ　　　ル　　　デ13．VlI．　鍋平

Aquifoliaceae　　　モ　チ　ノ　キ　科

fl（”SugeγOki Maxim．

アカ　ミ　ノイヌツゲ　12．VII

I．cnnata Thunb．

イ　　ヌ　　ツ　　ゲ　12．VI1

1．γugOSa F．Schm．

ツ　　ル　　ツ　　ゲ　12．VIl

Celastraceae　　　　ニ　シ　キ　ギ　科

Euonymus o砂phylh Miq．

ツ　リ　　バ　　ナ　15．V

E．phln祐）eS Koehne

オ　オ　ツリ　バ　ナ　12．VIl

E．macγOPtem Rupr．

ヒロハノツリバナ　12．Vll

わさび平

クリヤ谷

クリヤ谷

E．melanantha Franch．et Sav．

サ　ワ　　ダ　　ツ　12．VII．　クリヤ谷

E．alata Sieb．

f stγiata Makino

コ　マ　ユ　　ミ　12．VII．　クリヤ谷

CehぉtruS Oγbiculatus Thunb．

ツルウメモトキ　12．VII．　ヌリヤ谷

Aceraceae　　　　　　カ　エ　デ　科

Aceγ　palmatum Thunb．

Uaγ．amOenum Ohwi

オ　オ　モ　ミ　ジ　15．V．　わさび平

A．jt勿Onicum Thunb．

ハウチワカェデ12．VII．　蒲田

A．Siebouianum Miq．

コハウチワカエデ　12．VII．　クリヤ谷

A．a7gutum Maxim．

アサノハカユデ　12．V旧　　クリヤ谷

A．ukuγunduense Trautv．et Mey．

オ　ガ　ラ　バ　ナ　28．IX．　小池新道

A．Tschonoskit Maxim．

ミ　ネ　カ　ェ　デ　28．IX．　小池新道

4．γ均だneγUe Sieb．et Zucc．

ウリハダカエデ　24．V．　クリヤ谷

A．mono Maxim．

イ　タ　ヤ　カ　エ　デ　24．V．　クリヤ谷

4．ca／ptmfblium Sied．et Zucc．

チ　ド　リ　ノ　キ　13．Vll．　鍋平

Hippocastanaceae　ト　チ　ノ　キ　科

Aesculus tu74inala Blume

ト　　チ　ノ　　キ　13．VlI．　蒲田

Sabiaceae　　　　　ア　ワ　ブ　ギ　科

Meliosma myrわntha Sieb．et Zucc．

ア　　ワ　　ブ　ギ　12．VII．　クリヤ谷
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M．tenuisi Maxim．

ミ　ヤ　マ　ポ　ウ　ノ　12．VIL　　クリヤ谷

Balsaminaceae　　　ッリ　フネッ　ウ科

Impatiens TTtutOrt　Ⅳmq．

ツリ　フ　ネ　ノ　ウ　12．VIII．　鍋平

L nolt－tangen L．

キ　ツ　リ　フ　ネ　12．VIII．　鍋平

Vitaceae　　　　　　　ブ　ド　　ウ　科

Vifts Coをnetiae Pulliat

ヤ　マ　フ　ト　ウ　13．VIl．　鍋平

V j7（労uOSa Thunb，

サ　ン　カク　ズ　ル　18．VI．　鍋平

Tiliaceae　　　　　　シ　ナ　ノ　キ　科

Ttlta j勿onica Simk．

シ　ナ　ノ　　キ　18．VI．　鍋平

Actinidiaceae　　　　マ　タ　タ　ビ　科

Actinidia pobgama Miq．

マ　タ　　タ　　ビ12．Vll．　蒲田

A．Kolomikla Maxim．

ミ　ヤママタ　タ　ビ　12．VIL　　クリヤ谷

Guttiferae　　　　　オトギリ　ソウ科

H炒eγtCum eγeCtum Thunb．

オト　キリ　ソ　ウ　13．VIl．　鍋平

H．senanense Maxim．

シナノオトギリ　17．Vlll．　笠新道

Violaceae　　　　　　ス　　ミ　　レ　科

Vioh breVistiPuh a W．Becker．

オオバキス　ミ　レ　13．VIli．　小池新道

V bnora L．

キバナノコマノツメ　17．Ⅴ旧　　笠新道

V cmssa Makino

タ　カ　ネ　ス　ミ　レ　17．Viil．　笠新道

V gl的OCeraS A．Gray

タチッボス　ミ　レ　24．V．　蒲田

V Kusanoana Makino

オオタチッボスミレ　25．V．　鍋平

Vi Selki／kit Pursh

ミ　ヤ　マ　ス　ミ　レ　15．V．　えっさび平

Stachyuraceae　　　キ　ブ　シ　科

StachyuγuS pmeCO：r Sieb．et Zucc．

ギ　　　ブ　　　シ　12．VII．　クリヤ谷

Elaeagnaceae　　　　グ　　　　　　科

Elaeagnus umbellata Thunb．

ア　キ　グ　　ミ　15．V．　蒲田

Alangiaceae　　　　ウリ　ノ　キ　科

Ahngium p udnfblium Harms

L・aI／．rnaC、7104hyllum Wangerin

ウ　リ　　ノ　　キ　18．171．　等谷

Oenotheraceae　　　ア　カ　バ　ナ　科

EPtloblum angustわl高m L．

ヤ　ナ　ギ　ラ　ン　20．VIl．　鍋平

Ch，（aea er〟besCens Franch．et Sav．

タ　　ニ　　タ　　テ　10．Vill．　鍋平

Oenothem biennls L．

アレナマツヨイクサ　13．VII．　蒲田

Araliaceae　　　　　ウ　　コ　　ギ　科

Acanlhobanax sciadophylloides Franch．et Sav

コ　シ　ア　フ　ラ　12．VII．　クリヤ谷

Echtnopanax jat）Onicus Nakai

／、リ　　ブ　キ13．VllL　　鏡平

Kalopanax seゆtemlobus Koidz．

ハ　リ　　ギ　リ　18．VI．　鍋平

Amlia comdata Thunb．

ウ　　　　　　　ド　18．VI．　鍋平

A．ghlbra Matsum．

ミ　ヤ　マ　ウ　ド　12．Vill．　クリヤ谷

A．ehta Seem．

タ　　ラ　　ノ　　キ　18．VI．　鍋平

mntu Schinseng Nees

Vaγ．j勿onicum Makino

トチバニンジン　12．VIll．　クリヤ谷

Umbelliferae　　　　セ　　リ　　　科

Sdnicuhi eh沈a Ham．

Uar．Chinensis Makino

ウ　マ　ノ　ミ　ツ　バ　12．VII．　クリヤ谷

Osmorhiza artStaia Makino et Yabe

var．mOntana Makino

ミヤマヤブニンジン　10．VI．

Caγum holopetalum Maxim．

イ　ブ　キ　ゼ　リ　28．IX．

Cりptotaenia。anadensis DC．

ツ　　　バ　13．VlI．

Cnidium qknense Drude

シラネニ　ンジン　15．Vlll．

Angelica acutiloba Kitagawa

uar．iu，atenSis Hikino

ミ　ヤ　マト　ウ　キ　15．Vlll．

A．pubescens Maxim．

シ　　シ　　ウ　　ド　10．VIlL

レbr．matsumurae Ohwi

ミ　ヤマシンウド　28．IX．

Conioselinum uniZ）ittatum Turcz．
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ミヤマセンキュウ　13．VIll．　双六池

虎雄・edanum∴mulft諒ffalum∴NIaxim．

ハクサンボウフウ　15割lL　　双六池

Heracleum∴kmatTLm Michx．

！，aγ．aSiaticum Hara

オ　オ　ハ　ナ　ウ　ド　12．VIII．　わさび平

Cornaceae　　　　　ミ　ズ　キ　科

ComuS Contr0，erSa Hemsl．

ズ　　　キ　12．VIll．　わさび平

C．canadensis L．

ゴセンタチバナ18．VI．　槍見

Helu－tngia jqt）Onla7　Dietr．

ハ　ナ　イ　カ　ダ　12．VIlL　　クリヤ谷

Aucuba jdt）Onitn Thunb．

Uaγ．borealis Miyabe et Kudo

ヒ　メ　ア　オ　キ　24．V．　クリヤ谷

Diapensiaceae　　　イ　ワ　ウ　メ　科

Diqt）enSia　嬢onica L．

イ　　ワ　　ウ　　メ　17．Vili．　坂戸岩

Shoγtわ　soldanelloides Makino

イ　ワ　カ　ガ　ミ　16．Vlii．　弓折岳

Clethraceae　　　　リ　ョ　ウ　ブ　科

Clethra baγbineγUis Sieb．et Zucc．

リ　　ョ　　ウ　　ブ12．Vli上　　クリヤ谷

Pyrolaceae　　　　　イチヤクツウ科

PyOhincamaia Fischer

べ二六ナイチヤクツウ　15．V．　鍋平

P secunda L．

コイチヤク　ツ　ウ　12．Vll．　クリヤ谷

Chimt¢hila j勿oni（n Miq．

ウ　メ　ガサ　ツ　ウ　12．VII．　クリヤ谷

MonotrOpaStrum globosum H．Andres

キンリ　ョ　ウ　ソ　ウ　18．VI．　鍋平

Ericaceae　　　　　　ッ　ッ　シ　科

TrtPetaleia panicuhta Sieb．et Zucc．

ポ　ッ　　ツ　シ　12．VlIL　　クリヤ谷

T bracteata Maxim．

ミ　ヤマポツツジ　15．ViiL　　鏡平

RhododendγOn Mettemichii Sieb．et Zucc．

Uaγ．hondoense Nakai

ボンシヤクナゲ　24．V．　クリヤ谷

R．brachyca？pum D．Don

ハクサンシヤクナケ　15．VIIl．　弓折岳

R．auγeUm Georgi

キバナシヤクナゲ17．Vlll．　笠新道

R．AlbreChti Maxim．

ムラサギヤシオツノン　15．V．

R．KaemDhrt Planch．

ヤ　マ　ツ　ツ　シ　18．VI．

Harrimanella Sfelleγtana Coville，

ヂ　　ム　　カ　　デ　16．Vlll．

Aγ（、teriC、a nana Makino

コ　メ　バッサク　ラ　16割Il．

Men2iesia miilt弟om Maxim．

uar．bicolor Ohwi

ツリ　ガネ　ッ　ツ　シ　24．V．

M．pentandm Maxim

コヨウラクツツジ　24．V．

Loiseleuγia procumbens Desv．

ミ　ネ　ス　オ　ウ　15．VlIl．

I＝偽yllodoce nipponiLu Makino

ツ　ガ　ザ　ク　ラ　16．Vlll．

P aleutica A．Heller

アオノツガサクラ　17．VllL

（池ssiope b′CObodioides D．Don

イ　　ワ　　ヒ　　ゲ　16．VIl上

EubotIyOides Gnりana Hara

ハ　ナ　ヒ　リ　ノ　キ　12．VlIl．

Gaultheγia Miqueliana Takeda

シ　ラ　タ　マ　ノ　キ　13．ViIL

A7℃tOuS aゆinus Niedenzu

Uaγ．履onica Ohwi

ウ　ランマツ　ツ　ジ　16．Viil．

レbccinium Smallii A．Gray

Ua／：ghbγum Koidzumi

ス　　　ノ　　　キ　15．V．

V，ailh7e Nakai

ク　ロ　ウ　ス　ゴ　17．VllL

V uliginosum L．

ク　ロ　マ　メ　ノ　キ　13．Vlll．

V．1万tis－naea L．

コ　　ケ　　モ　　モ　17．ViiL

わさび平

鍋平

坂戸岩

坂戸岳

クリヤ谷

クリヤ谷

弓折岳

抜戸岩

笠新道

坂戸岩

クリヤ谷

小池新道

坂戸岳北稜線

わさび平

笠ケ岳

小池新道

笠ケ岳

Hugerわ　japonica Nakai

ア　ク　　シ　バ　12．ⅥlL　　クリヤ谷

Primulaceae　　　　サク　ラ　ソ　ウ　科

Lysimachわ　clelhroides Duby

オ　カト　ラ　ノ　オ12．VliL　　蒲田

Trientalis eurOpaea L．

ツ　マトリ　ソ　ウ　13．VllI．　小池新道

01eaceae　　　　　　モ　ク　セ　イ　科

Fmxtnus j勿anica Blume

ト　　ネ　リ　　コ　12．VIL　　クリヤ谷
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F∴hmlgtnOSa Koidz．

アオタモ　ケアオタモ115．V 蒲田

L連ustrum Tschonoskii Decaisne

ミ　ヤ　マ　イ　ボ　タ　12．Vlll．　クリヤ谷

Buddlejaceae　　　　フ　ジ　ウ　ツ　ギ科

Buddleカ　jtu）Onica Hemsl．

フ　シ　ウ　ツ　ギ　10．Vlll．　鍋平

Gentianaceae　　　リ　ン　ド　ウ　科

Genltana　ルMkinoi Kusnez．

オヤマリ　ント　ウ　13．VIIL　　鏡平

G．n砂Onica Maxim，

ミ　ヤマリ　ンドウ　13．VllL　　鏡平

G．a白ith Pall．

トウヤクリンドウ　15．VIIl．　双六池

TγtPter0¢ermum japonicum Maxim．

ツ　ルリ　ンド　ウ　11．X．　槍見

Pte7？gOCab弟　Olubilis Maxim．

ポノバッルリントウ　11．X．　槍見

Asclepiadaceae　　　ガ　ガ　イ　モ　科

Cjmanchum caudatum Maxim．

イ　　　ケ　　　マ　12．VIIL　　鍋平

BoraglnaCeae　　　　ム　ラ　サ　ギ　科

Tγigonotis Guilielmi A．Gray

タチカメバソ　ウ　24．V．　蒲田

Verbenaceae　　　　ク　マ　ツ　ゾ　ラ　科

（毒Ilica¢a j（砂Onica Thunb．

ムラサキンギブ12．VII．　蒲田

ClewdendrOn tγicholomum Thunb．

ク　　　サ　　　ギ10．VliL　　鍋平

Labiatae　　　　　　シ　　　ソ　　　科

TtZuCγium jtu）OntCum Houtt．

ニ　　ガ　ク　サ　12．VII上　　クリヤ谷

NaDeta subsessilts Maxim．

ミ　ソ　ガ　ワ　ソ　ウ　28．IX．　小池新道

Prm7elk7　～，l布artS L．

ウ　ツ　ボ　グ　サ12．VIL　　蒲田

P prunell的γmis Makino

タテヤマウツボクサ　22．Viii．　クリヤ谷

Chelonopsis moschata Miq．

シ　ャ　コ　ウ　ソ　ウ　28．IX．　小池新道

Lamium∴album L．

Z）aγ．barbalum Franch．et Sav．

オドリ　コ　ツ　ウ　10．VI．　鍋平

Sdl諒a lutesCens Koidz．

uaγ．Crenata Murata

ミヤマタムラノウ　12．Viii．　クリヤ谷

Clinopodium micmnthum Hara

イ　ヌト　ウ　バ　ナ　12．Vlil．　クリヤ谷

C．chinense O．kuntze

Uar．parVn0rum Hara

ク　ル　マ　バ　ナ　12．VlI．　蒲田

Thymus qliinquecostatus Celak．

イフキシャコウソウ　15．VIil．　樅沢岳東稜線

EIsholtzわ　ciliata Hylander

ナギナタコウシュ　11．X．　槍見

Comanthosphace　砂onica S．Moore

テ　ン　ニ　ン　ソ　ウ　18．IX．　笠谷

hodon Kameba Okuyama

Uaγ．hakusanensis Hara

ハクサンカメハヒキオコシ　28．IX．　小池新道

1．tγichocarpuS Kudo

クロバナヒキオコシ　28．IX．　小池新道

Scrophulariaceae　　ゴマノハグサ科

Mimulus∴∴SeSSilifblius Maxim．

オオバミゾポオヅキ　13．Vlll．　小池新道

VeγOnica perSica Poil’．

オオイヌノフグリ　15．V．　栃尾

V n砂onica Makino

ヒ　メク　ワ　ガタ　17．Ⅴ帖　　笠新道

レkwni（aStrum Sibtγicum Pennell

uaγ．jt砂Onicum Hara

ク　ガ　イ　ソ　ウ　12．VIll．　クリヤ谷

Euphmsiainsignis Wettst．

ミヤマコゴメグサ　16．Vlll．　坂戸南稜線

Lbdicularis ye20enSis Maxim．

エ　ゾ　シ　オ　ガマ　15．VllL　　弓折岳

P Chamissonis Steven

Uaγ．jtu）Onica Maxim．

ヨ　ツバシオガマ　15．VIll．　双六池

P ueγtict肱7ta L．

タカネシオガマ　15．ViIl．　樅沢岳東稜線

Lentibulariaceae　　タ　ヌ　キ　モ　科

Pinguicuh uu毎arts L．

Uaγ．maC7／OCemS Herder

ムシトリ　ス　ミ　レ　16．Vlll．　坂戸岳南稜線

Phrymaceae　　　　ハエトクツウ科

助けymal¢tostac／りり　し．

uaγ．aSiatica Hara

ハ　エドク　ソ　ウ　12．Vlll．　クリヤ谷

PlantaglnaCeae　　　オ　オ　バ　コ　科

PhmtagO aSiatica L．

オ　オ　バ　コ　10．VllL　　鍋平
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P hm・eOh7la L．

ヘ　ラ　オ　オ　バ　コ　10．ViIl．　鍋平

Rubiaceae　　　　　　ア　カ　ネ　科

MttcIlelh711nduhta Sieb．et Zucc．

ツルアリドオン　12川ii．　クリヤ谷

A¢er初7　0domla L．

ク　ル　マ　バ　ノ　ウ　15．V．　槍見

Galium Kinuta Nakai et Hara

キ　ヌ　タ　ソ　ウ　18．VI．　クリヤ谷

Caprifoliaceae　　　ス　イ　カ　ズ　ラ　科

Sambucus micγOSerma Nakai

ミ　ヤマ二ワト　コ　25．V．　鍋平

Viburnuγn Wrtghlit Miq，

ミ　ヤマガマズ　ミ　12．VII．　クリヤ谷

V Sleboldi Mig．

uaγ，OboUat荻）lium Sugim．

ヒ　ロ　ハ　ゴ　マ　ギ10．VI．　鍋平

V（％ulus L．

Uaγ．Sa7gentit Takeda

カ　ン　ボ　ク　10．VI．　鍋平

V uγCeOlatum Sieb．et Zucc．

ミ　ヤ　マ　ン　グ　レ　18．VI．

V．（rCatum Blume

オ　オ　カ　メ　ノ　キ　24．V．

Lonicem Tschonoskii Maxim

オオヒョウタンボク　13．VIl上

Lonicera japontca Thunb．

ス　イ　カ　ズ　ラ　18．VI．

Wetgela horlensis C．A．Mey

タ　ニ　ウ　ツ　ギ　10．lTI．

クリヤ谷

クリヤ谷

鏡平

栃尾

鍋平

W：decom Nakai

ニ　シ　キ　ウ　ツ　ギ　18．VI．　鍋乎

VTalerianaceae　　　オ　ミ　ナェ　シ科

IZltrtne“a　扉IlosaJuss．

オ　ト　コ　エ　シ　10．VIII．　鍋平

Plriloba NHq．

ハクサンオ三ナエ／　22．VlI上　　クリヤ谷

Dipsacaceae　　　　マツムシソウ科

S。abiosa ja op待ca Miq．

Uar：a研na Takeda

タカネでソムシソウ　17．VllL　　坂戸南稜線

Campanulaceae　　キ　キ　ョ　ウ　科

CampanLh punctata Lam．

Uar．hondoensis Ohwi

ヤマボタルブクロ　12．VIL　　浦田

C．hsioL・a／pa Cham．

イ　ワ　キ　キ　ョ　ウ　15．Vlli

AdenoI）hom　γemOtnom Miq．

ソ　　　ハ　　　ナ　12．Vlll

A．LamarL、kil Fisch．

ミ　ヤマシャ　ン　ン　12．Vlll

双六小屋前

クリヤ谷

クリヤ谷

CodonoL）Sis h7符eOkIta Benth．et Hook．fil，

ツ　ル　ニ　ン　シ　ン　28．IX．

Compositae　　　　キ　　ク

Eupatoγium ju）Onicum Thunb．

ヒ　ヨ　ドリ　バ　ナ　10．VlIL

E．saChalinense Makino

ヨツバヒヨト、リバナ　13．VIL

Solidago Vi／ga－aurea L．

uaγ．aStati（n Nakai

アキノキリ　ンソウ　28．IX、

Uaγ．leio（nrPa Miq．

ミヤマアキノキリンソウ　15．VIli．

S．serOtina Ait．

オオアワダチソウ　12．Vll上

Asteγ　Glehni Franch．et Sav．

コ　　　マ　　　ナ　28．IX．

A．qgemtOides Turcz．

Subsp．lei（ゆhyllus Kitam．

シ　ロ　ヨ　メ　ナ　10．X．

SubsD．ovatus Kitam．

ノ　コ　ン　ギ　ク　　9，X．

小池新道

科

鍋平

鍋平

小池新道

双六池

槍見

小池新道

クリヤ谷

鍋平

Eγigeron Dhih7de履）hicus L．

ハ　ル　ジ　ョ　オ　ン　18．VI．　鍋平入H

E．annuus L．

ヒ　ノ　ン　ョ　オ　ン　12．VII．　蒲田

Leonlopodium　砂onicum Miq．

f shifVumenSe Ohwi

ミネウスユキノウ　17．VllL　　坂戸岳南稜線

Anaphlllis margarita（、ea Benth．et Hook．fil．

ヤ　マ　ハ　ハ　コ　28．IX．　小池新道

A．a研coh∴Makino

タカネウスユキノウ　15．Viii．　弓折岳

Cd／peSium dlUa／・ttullmn Sieb．et Zucc．

ひaγ．ab70tanOldes Kitam．

ポノバカンクヒソウ　12．VIIL　　クリヤ谷

Ca／peStum tγiste Maxim．

ミヤマヤフタバコ　12．VilL　　クリヤ谷

Adenocaulon biC・Olor Hook．

2）aγ．adhaeγeSCenS Makino

ノ　　　ブ　　　キ　12．VllI．　クリヤ谷

Rudbeckia lat、iniala L．
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オオハンコシ　ソウ　29．IX

Alイのl高a　日直拘毒　し．

Ila／rl）lt白atts高na Bess．

ヤ　て　ヨ　モ　ギ　28．IX

A．InOnOJ）hJ，lh Kitam．

ヒト　ツバ　ヨ　モギ　12．Viil

新平湯

小池新道

小池新道

A．slreanenStS Yabe

タ　カ　ネ　ヨ　モ　ギ　28．IX．　弓折岳

擁tasltes jqponlt・uS Miq．

フ　　　　　　　キ　15．－T．　蒲田

Arnk、a∴unalasL・hensis Less．

ウ　サ　ギ　ギ　ク　15．Ⅴ旧　　弓折岳

CaC、alia adenosかloides Franch．et Sav．

カ　ニ　コ　ウ　モリ　12．Vlii．　クリヤ谷

C．hashn L．

var．ramOSa Kitam．

オオバコウモリ　28．IX．　小池新道

C．de¢hini的Iia Sieb．et Zucc．

モ　ミ　シ　ガ　サ10．Vll上　　鍋平

Senecio nikoensis Maxim．

サ　　ワ　　ギ　ク　12．VII．　クリヤ谷

S．nemoγenSis L．

キ　　　オ　　　ン　28．IX．　小池新道

S．palmatus Pail．

ハ　ン　ゴ　ン　ノ　ウ　10川IL　　鍋平

L蜜ulaγia j¢onica Less．

uar∴Clivoγum Makino

マルバダケブギ　16．VllL　　大ノマ乗越

L．stenocephah Matsum．et Koidz．

メ　タ　カ　ラ　コ　ウ　16．Vll1．　人ノマ乗越

Ctrsium pu¢umtum Matsum．

フ　シ　ア　ザ　ミ　11．X．　新穂高

C．nわonit・um Makino

Uaγ．incomptum Kitam．

タ　イ　ア　ザ　ミ　18．IX．　鍋平

C．noγi urenSe Nakai

ノリク　ラアザミ　28．IX．　小池新道

C．miC・γO iCatu n Nakai

アズマヤマアザミ　　9．X．　クリヤ谷

C．matsumume Nakai

ハクサンアザミ　18．IX．　鍋平

C．babanum Koidz．

Var：OttMe Kitam．

タテヤマアザミ　28．IX．　小池新道

C．jqt）Onicum DC．

ノ　　ア　ザ　　ミ　18．VI．　槍見

Sa船511／t）a nlkoepISis Franch．et Saヽ∴

（）の：SeSStl的0m Kitam．

ク　ロト　ウヒ　レン　15．Vlll．　弓折岳

S．sagllla Franch．

ヤハストウヒレン　12．ViiL　　等ケ岳南尾根

もmuJ祝ゞ　pl／ngejlS Kitam．

オヤ　マ　ホク　チ18．IX．　鍋平

PiC・ris lllemC子oldes L．

2）ar．japoleiC、a Regel

コ　ウ　ノ　リ　ナ　12．VlL　　浦田

Hiel秋子um japontL・um Franch．et Sav．

ミヤマコウノリナ　15．Vil上　　弓折岳

7muaaLm∴hondoense Nakai

エ　ゾ　タ　ン　ポ　ポ　20．V．　浦田

T aゆit・Ola Kitam．

ミ　ヤマタンポポ　17日‖！．　笠新道

IrertS denlata Nakai

カ　　　ナ　12．VIl．　クリヤ谷

ひar．kimumna Ohwi

ク　モ　マ　ニ　ガナ　15．VIIl．　弓折岳

I：bra毒eγis denticuhba Nakai

ヤ　ク　シ　ソ　ウ　11．X．　槍見

MONOCOTYLEDONEAE　単子葉植物

Gramineae　　　　　イ　　　ネ　　科

G短eγia aγundinacea Kunth

ミヤマトンョウツナギ17．VliL　　笠ケ岳

H）a annua L，

スズメノカタビラ　20．V．　栃尾

P．ghuca Vahl．

タカネイチコツナギ17．VII上　　笠ケ岳

P．Uiridula Palib．

アオイチゴツナギ　17刷上　　笠ケ岳

B7ylkinia SL、hmidti10hwi

ポ　ガェリ　ガ　ヤ　12．VIl．　クリヤ谷

Dacb′lts glomerala L．

カ　モ　ガ　ヤ　18．VI．　栃尾

Deschampsia jeXuOSa Trinius

コ　メ　ス　ス　キ　15．ⅥlL　　双六池

D．caespitosa Beauv．

t）ar．f？StuCaehIia Honda

ヒロハコメススキ　15朝iL　　双六池

Eleusine indica Gaertner

オ　　ヒ　　シ　　バ　11．X．

Cdhmt　γOStis canadensis Nutt

Uar．Lang；doIがiInman

－16－
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イ　ワ　カ　リ　ヤ　ス　17当iil

C．longlSeta Hackel

L）aγ．longearisfata Ohwi

オオヒゲガリヤス　17．Vlll

HtleWn pmttenSe L．

オオア　ワ　ガェリ　12．Vll

malari∴aγundtnaC、ea L．

ク　　サ　　ヨ　　シ　29．IX

Selarial，irtdis Beauv．

エ　ノ　コ　ロ　ク　サ　Il．X

f L）u LL aSC、ens Maxim．

ムラサキェノ　コロ　11．X

笠ケ岳

笠ケ高

栃尾

栃尾

栃尾

槍見

D遁itaria adst、endens Henr．

メ　　ヒ　　シ　バ　11．X．　栃尾

OPlismenus undulat豹Iius Roem．et Schult．

チ　ジ∴ミ　ザ　サ　12．VllL　　クリヤ谷

Miscanthus sinensis Anderss．

ス　　　ス　　　キ11．X，　槍見

Bambusoideae　　　タ　　ケ　亜　科

Sdsa kurilensis Makino et Shibata

ネてガ））タケiチ／マザサ′　15．V．∴ibさび平

Cyperaceae　　　　　カヤツリグサ科

CdTer hakonensis Franch．et Sav．

コ　ハリ　ス　ゲ15．Vll上　　弓折岳北稜線

C．∴SCiia Maxim．

Uar．b7euisquama Ohwi

7／古′スゲ／ロウマスナ　17．VllL　　笠ケ岳

C．Doenit2ti BOckeler

コ　タ　ヌ　キ　ラ　ン　17．Vlll．　笠ケ岳

C．bl¢ha／icaTPa Franchet

ショウショウスゲ17．Ⅴ帖　　笠ケ岳

C．Mo／′rOujt Boott

カ　ン　ス　ゲ　24．V．　蒲田

C．砂onit・a Thunb．

ヒ　　ゴ　ク　　サ　15．V．　ねさび平

Araceae　　　　　　サト　イ　モ　科

Arisaema serTatum Schott

f Tllunbe／git Makino

マ　ム　シ　グ　サ　24．V．　浦田

A．monophyllum Nakai

とト／ハテンナノ／ヨウ　24．V．　クリヤ谷

Juncaceae　　　　　イ　ク　サ　科

JuncuS braChj¢alhus Maxim．

uar．（・uγUatuS Satake

ェ　ゾ　ポ　ッ　イ　28．IX．　双六池

J beringensts Buchen．

ミ　　ヤ　　マ　　イ　28．IX．

Lunla oltgantha G．Samuels．

タカネススメノヒエ　28．IX．

L．ca〝¢estris DC．

Uaγ．L・a〆tata Miq．

ス　ズ　メ　ノ　ヤリ　12．VII．

Liliaceae　　　　　　　ユ

71第eldia hDontw Miq．

イ　ワ　シ　ョ　ウ　ブ　12．ViIl．

栃尾

り　　　科

クリヤ谷

Heloniopsis j勿Onica Maxim．

ショウショウハカで　15．V．　ねさび平

ルntana7／tlleClum luteo一高ride Maxim．

ノ　　ギ　　ラ　　ン　10．VliL　　鍋平

VemtγumlongebTaCteatum Takeda

タカネアオヤギソウ　12．Vll上　　笠南尾根

V stamineum Maxim．

コバイケイ　ソ　ウ　17割ll．　笠新道

TriqStis ht的Iia Maxim．

タマガワポトトギス　12．Vlii．　クリヤ谷

Hosta Sieboldiana Engl．

オオバギボウシ　12．Vlll．　クリヤ谷

I九meγOCallis Middendomi Trautv．et Mey

ニ　ッ　コ　ウキスゲ　18．VI．　笠谷

Lilium Ma元mou）iczii Regel

コ　オ　ニ　ユリ　10川ii．　鍋平

L．medeoloides A．Gray

ク　ル　マ　ユリ　15．Vii上　　弓折岳

L．MtlkinoI Koidz．

サ　サ　ユ　リ　12．VIL　　クリヤ谷

Cdrdiocγinum Glehni Makino

オ　オ　ウ　バ　ユリ　15．IX．　鍋平

Fritilktria t、amtSt、halcensts Ker－Gaw工

ク　　ロ　　ユ　リ　15．Vlll．　双六他

Lloydia ser0［tna Reichb．

チ　シ　マ　ア　マ　ナ17割tL　　笠新道

Smthina jt¢ont（、a A．Gray

ユ　キ　ザ　サ　24．V．　鍋平

S．ye20enSIs Franch．et Sal∴

ヒ　ロハユキザサ　12VlL　　クリヤ谷

Mqianthemum b荻）lium DC．

Uaγ．d最7tatum Wood

マ　イ　ズ　ル　ソ　ウ　12．Vll．　クリヤ谷

StrePtoPus∴St71ePtopoides Frye et Rigg

ヒメタケシマラン　13．Ⅴ帖　　小池新道

Ua／：海oni。uS Fassett

タ　ケ　ン　マ　ラ　ン　13．Vili．　小池新道
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S．ampl桝的ItltS DC．

オオハタケンマラン　15．Vlll 鏡一平

H）hgonatumlastaP妨thlm∴Maxim．

ミヤマナルコユリ　18．VI．　鍋乎

Clnfonia udensts Trautv．et Mey．

ツ　バ　メ　オ　モト　12．VlL　　クリヤ谷

DiSL）Orum Sm紘Cjnum A．Gray

チ　　ゴ　　ユ　リ　15．V．　おさび平

D．sesstle Don

ポウチャク　ツ　ウ　10．VI．　鍋平

n7γis tetl¢hylla A．Gray

ツク　バ　ネ　ソ　ウ　25．V．　鍋平

P．ぴertiCilhZta M．V．Bieb．

クルマハックハネッウ　25．V．　鍋平

Tγilltum Smallii Maxim．

エ　ン　レ　イ　ソ　ウ　25．V．　鍋平

T Tschonoskti Maxim．

ミヤマエンレイソウ　24．V．　クリヤ谷

T jdt）Onicum Matsum．

キ　ヌ　ガサ　ソ　ウ　13．VllL　　鏡平

Aletrts，わIlata Bureau et Franch．

ネバリ　ノ　ギラ　ン　15．ViiL

Smtlax Oldhami Miq．

シ　　　オ　　　デ　13．VII．

Dtos。07ea SePlemloba Thunb．

キク　バ　ト　コ　ロ　12．VII．

Orchidaceae　　　　　ラ

0rL、his artStata Fischer

ハクサンチドリ　15．VIii

Coeloglossum Uiride Hartm．

ひar．bmcteatum Richter

ア　オ　チ　ド　リ　15．V

ン　　　科

弓折岳

槍見

Phrtanthem ophTつ，dioides Fr．Schm．

キ　ソ　チ　ド　リ　12．VlII．　クリヤ谷

Cephahmthera erecta Lindl．

ギ　ン　　ラ　　ン　15．V．　わさび平

Ei）h海ianthus Schmidttt Reichb．fil．

コイチョウラン　12．Vlll．　クリヤ谷

6．まとめ

（1）昭和60年度の笠ケ岳連峰自然調査により，シダ植物10科33種4変種，種子植物82科346種，3亜

種，82変種，7品種の自生が確認された。

（2）低山帯の多くの山地は，温帯の夏緑広葉二次林におおわれ　オオバクロモジーミズナラ群集が

認められる。

（3）低山帯の林道沿いの「のり面」伐採跡地，自然崩壊地には，アカツーオオヨモギ群集，ハクサ

ンカメバヒキオコシーアカツ群集，裸地先駆低木林のタニウツギーヤマハンノキ群集などが認め

られる。

（4）車道沿いには，ヒメジョオン，ハルジョオン，セイヨウタンポポ，ヘラオオバコ，シロツメク

サ，アカツメクサ，カモガヤ，アレチマツヨイグサなどの帰化植物が普通で，ヒメジョオンは，

クリヤ谷では，登山道沿いに，標高1，400m付近まで侵入している。

（5）錫杖岳東直下，わさび平一帯には，日本海側のブナ林がみられ　ヒメフォキーブナ群集が認め

られる。

（6）低山帯の尾根地，岩峰，断崖には，サワラ，クロベなどの温帯性針葉樹林が見られる。

（7）亜高山帯は，西側双六谷側斜面には，針葉樹林がよく発達し，オオンラビソ群集が認められる。

東側蒲田川斜面では，尾根部・凸状地に，オオシラピソ，コメツガ，トウヒなどが疎林として線

状，斑紋状に見られるだけである。

（8）亜高山帯の東側斜面は，ダケカンバ，ミヤマハンノ牛，オガラバナなどの亜高木林，低木林が

多く，ダケカンバ群集がよく発達している。

（9）ダケカンバ群集の成立しない，雪崩の多発地，強い風衝地には，タテヤマアザミーホッパトリ

カブト群集が認められ，稜線近くまでこの高茎広葉草原が広い範囲に発達している。

（10）ブナ林，ミヤマハンノキ林の縁や登山道路わきには，ベニバナイチゴ群集が認められる。

（11）高山帯のハイマツ林は，稜線西側斜面で　カーペット状によく発達し樹海を形成しているとこ

ろが多い。稜線東側では，尾根部，凸状地に，斑紋状に展開している。
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（12）稜線東側直下の高山帯には，雪渓が多く見られ，稜線上の凹地とともに，雪田生態生低木群落，

亜高山帯から連続した高茎広葉草原が見られ，いたるところで「お花畑」を形成している。

（13）稜線一帯には，風衝綾生低木群落，高山風衝草原，高山荒原草本植生などが認められるが，本

地域のコマクサータカネスミレ群集は，コマクサを欠いている。

付図　代表的な植生の断面スケッチ

高山荒原の植生
坂戸岩の南尾根2，710mで

iヽ ：ヽ 、、〕 鶴 �*ﾒ� �� ��．↓ ��1 ・′● 

や � 

図3　　高茎草原，シシウトゲ原2，100mで

艶 ��ｸ�H������x�vﾂ�

図5　　ブナ林　わさび平1，410mで

キ

ナ

ク

ナ

ケー

ハイでノ林とその林縁，小笠2，720mで

図4播隆平，南東斜面，2，690mで ∴二十∴ 

計‘　　　　　手 

々二つ÷∴iタ ∵∴∴∴∴∴：∴ 

ヒ　ノ、∴．二1ア　サ　ワ　：∵ノナラケ　三∴∴∴　′：圭 

ゥ　ン　キキ　ソ　ヒ　　ソナーノン　　　　　ナ　て 
ノ　ザ　ノ　ウ　　　　　　シカ　ツ　r　　　　　　　　l 

多、ギザ千　手フ ボン クッ ク 図6ダケカンバ林鏡平からの登り2，350mで 
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写真l　春の笠ケ岳連峰，鍋平より。
ミ：i 　∴∴ 　婁 侈b�′丸子 　∴千 �� ��

さ 

漢．／言∴ 估ｨﾋ��ｨﾋ馭Hｶ8ﾉﾈｵｹ>V��i撃／∴確∴鵠鰯撥翻 

読連蟻享，誓彊∵聖‾録　、率莞＿　予告＝繰言：誓㌻議i議書誓示繋 劔冓I一言i 

写真3　えっさび平のブナ林。
∴∴∴∴∴ 俟�u�ｨ耳柑~ﾈ耳ﾇi5����b�

i轡議饗蟻態‾誌 

ーi鞘や＊i L∴∴∴∴、 迄����x���/�%ｸ自dH�ﾈ��亦�

整諮議濫発蒜 �����������

緩鬱驚纂懸露頭醍弱国容 
写真5　針葉樹林を欠く小池新道登山路の景観。

一一i搬謹言‾1－鰯藩 �� 

写真7　亜高山帯針葉樹林は，尾根筋に帯状にみられる。笠新道で。

＿　｝i憩 

闘願誓笠㌢∵∵誓－1－㌢撃翠田 澱覇等賞辞一言∵ ��
8羅　　irl．か弱 

繭＝露圏 
栄一　　－一語i 

写真2　夏の笠ケ岳連峰，樅沢岳より南を望む。弓折
岳・坂戸岳・笠ケ岳と続く稜線。‘奪袈鰐誓‾ 　∴∴∴ 佝H�霾"�亨寵総‾一、1 ∴∴． ��．∴ 

圏詳 �� ����

写真4　クリヤ谷，錫杖岳直下のブナ林。

／：∴ 矯i 

＿嚢、 ＿際騒‾i懇親園 ∴∴∴ 

醜さ ��

∴1i：■●．” 　i饗撥 独〇〇〇 � 

iiメ批T �H������� 

写真6　秩父沢の景観．両側斜面はダケカンバ林が目立つ。

写真8　鏡平附近にみられるオオンラピソの疎林。
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軍費9　笠ヶ岳の北尾根，東側斜面。ハイマツは凸地
に斑紋状に生育。

∴∴∴ 　鱗態 

写具Il　稜線東側斜面にはハクサンイチゲなどの草地
が目立つ。弓折岳附近。

∵∴ 劔��ﾈ�����������������

謹告放言　等黒i 
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‾ノ重態澄饗 　∵ 　∴一 

写具13　シナノキンバイ・ハクサンイチゲの目立つ杓

＼議三言 　　　　　　∴∴：l∴：∴∴∴一∴∴ 

写真15　クリヤ谷の入口附近，温帯性の針葉樹サワラ
が目立つ。正面は錫杖岳。

：∴ �� 凾譌ｧ並 
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‾漣 

謹選肇醤菖　　　　　＿窮 
一．一一一環違；二裁 ��

圃醸躍　藍産謹墓園堅議罷轟 ∴∴′→∴　　　　　∴∴宣子 
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写真10　斑紋状に生育するミネズオウ。チングルマ等
の矯生低木群落。同左。

㌫渥罷閏緩‾ ��6ｨ�ｹ��?��
∴貿∴菖這 ��9?�ﾋ阨｢��(����������6ﾘ�ｶ俾ｨ�ﾈ�｢�

．窄言空言 
、雫類 　　　∴「 ー離愁 

義春∴臨鳶二㌢繋饗 ∴ヽ　　　　　　　　　÷ 

写真12　稜線西側斜面上部には，ハイマツ林がよく発
達。弓折岳附近。

／聞隷違問詰∴ �� 

誓 
写真14　コバイケイソウの群生と秩父平の景観。

∴∴∴∴∴ 　　　∴ �� ��

章空i畏∴言語諒 ∴一三∴∴：∴ 波＿i 凵F∴∴∴ 　∴∴ 

竺 
写真16　落葉広葉樹の二次林とスギのイェ柘　蒲田温泉にて。
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